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第２号様式（第３条関係） 

 

令和７年度第２回廃棄物減量等推進審議会議事録 

 

１ 開催日時   令和８年１月１５日（木）午前１０時００分～午前１１時００分 

 

２ 開催場所   豊山町役場 会議室１ 

 

３ 出 席 者 

・委員    水野 典昌、豊田 崇文、竹内 智恵子、佐藤 正司、河村 政功、 

吉野 裕之、大口 悦美、志水 千鶴 

 

・豊山町   生活福祉部担当部長 井上 武 

環境保全グループ グループ長  柴田 貴文 

主事     大井 惇平 

４ 議  題  地区資源分別収集の管理運営及び奨励金について 

 

５ 報告事項  リチウムイオン電池等の回収について 

         

６ 会議資料  （１）地区資源分別収集の管理運営及び奨励金について（資料１） 

        （２）リチウムイオン電池等の回収について（資料２） 

         

７ 議事内容 

（開 会） 

司 会： 只今から令和７年度第２回豊山町廃棄物減量等推進審議会を開催します。 

本日の会議資料につきましては、お手元に配布しましたとおりでございますので、

よろしくお願いいたします。 

（議事録の作成に関する指針の確認） 

司 会： 本日の審議会の会議録につきましては、発言者の氏名を除いて公開とさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

では議題に入ります前に、会長からごあいさつをいただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

（会長あいさつ） 

会 長： 皆様、改めましておはようございます。 
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本日はお忙しい中、令和７年度第２回廃棄物減量等推進審議会にお集まりいただき、

ありがとうございます。 

本日の審議会は、「地区資源分別収集の管理運営及び奨励金について」の議案をご審

議していただきます。地区資源分別収集につきましては、町内２７地区に２７か所の

地区資源集積所があり、月２回の収集を行っています。地区には町から奨励金を交付

しております。本日の議題では今後の集積所の管理運営方法や奨励金額の見直しにつ

いて、事務局から方針の説明がありますので、ご審議をお願いします。 

また、報告事項としまして、「リチウムイオン電池等の回収について」報告がござい

ます。次年度よりリチウムイオン電池などの電池類を新たに路線収集するということ

で、事務局より説明がありますので積極的なご発言をお願いしたいと思います。 

皆様の協力をいただきながら、会議をスムーズに進めていきたいと思っております

ので、よろしくお願いします。 

司 会： ありがとうございました。なお、本日の審議会については全員出席いただ

いております。それでは、ここからの議事の進行につきましては、会長にお

願いいたします。 

（議 題） 

会 長： それでは、ただ今から、議事の進行をさせていただきます。 

    次第２議題に入ります。議題「地区資源分別収集の管理運営及び奨励金に

ついて」事務局の説明を求めます。 

事務局：（資料１「地区資源分別収集の管理運営及び奨励金について」説明） 

会 長： それでは、ただ今、説明が終わりました。質問・意見等ございませんでしょうか。 

委員Ａ： 説明にて、「町の管理運営」を選択した自治会は、シルバー人材センターへの委託を

町が仲介して契約するとありますが、現在、奨励金を支払った上で委託している自治

会もあるため、シルバーへの委託方法が２通りできてしまっている。町がシルバーに

直接委託すれば、もっと安く済むのではないのかという気がする。現状、奨励金でシ

ルバーに委託して残額がある地区と、どの程度の仲介か分からないが、仲介したこと

で奨励金がもらえない地区ができたりするのか。どのように考えていますか。 

事務局： 奨励金に関しては、基礎額は全地区同額をお支払いいたします。 今回「町の管理運

営」を希望された地区に関してはシルバーへの委託方法が分からない、書類の作り方

が分からないなどのお声がありましたので、それに対しての補助を町が行うだけであ

るため、どの地区もシルバー委託の単価等は変わらないということを想定しておりま

す。 

委員Ａ： 町が直接シルバーに委託する方が安く済むとしか思えないし、その方がスッキリす

ると思うのですが。 

事務局： 今回のアンケートで、「町の管理運営」の回答が多ければ、そうするつもりでありま
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したが、結果が「地区で管理運営」というのが多かったため、今回はその意見を尊重

したところであります。その代わり奨励金は、一部減額させていただくことに関して

は、自治会にはご了承いただければと考えております。 

委員Ｂ： 地区の事務を住民課で代行する形になると思いますが、行政手続き上大丈夫なこと

なのでしょうか。別団体の事務を代理ですることになるので、問題になることがある

のであれば、委員Ａの言った通り、町が直接シルバーに委託するのが正しいやり方で

はないかと思います。 

事務局： 契約書自体は地区とシルバーとの契約になるため、問題ないと認識しております。 

委員Ｂ： 任意団体の事務作業を行政が行い、問題になるケースもあるため心配です。 

事務局： ご意見ありがとうございます。 詳細について調査いたします。 

委員Ｃ： それほど、契約の事務は難しいものなのですか。既にやっている地区もあるとのこ

とであるため、やり方を教えて、その後は地区でやってもらうようにしないと、これ

からずっと町が地区委員の代替わりのたびに教えないといけなくなってしまうと思い

ます。仲介の度合いとしては、どれくらいを想定していますか。それとも、事務代行

等を検討しているのですか。 

会 長： シルバーは現在、１０地区と役場を介さず契約していますが、地区ごとによって契

約のパターンが異なり、人数や時間など地区によって違います。シルバーとしては、

来ていただければ、契約書類なども作成しますし、大丈夫かと思います。ただ、全地

区をまとめて受けるとなると、シルバー会員が足りなくなる可能性があります。その

ため、今すぐに全部受けるのは難しいところがあります。地区委員の代替わりについ

ても、シルバーでは過去の契約書を持っているため、作成等は問題ないと思います。 

事務局： 事務の代行ではなくて、方法のご提案や紹介等をする形をとらせていただくという

ことを想定しております。 

     今回のアンケート結果では、「地区で運営」を選んだ地区が多かったため、当面は地

区で運営していただくと町で判断させていただきました。それにあたっては、今年か

らプラスチック一括収集も始まったことを踏まえ、減額をさせていただくこととして

います。 

委員Ｃ： 減額についての説明をした上で、奨励金が減ってでもやりたいと思う地区が多いと

いうことですね。普通、減額されるなら辞めようかなとなってもおかしくないかなと

思うのですが。 

事務局： 今回の減額をしても、近隣自治体より奨励金が高い状況であります。 

委員Ａ： シルバーに委託しても、奨励金が余るということは、奨励金を出しすぎているとい

うことになりますね。 

事務局： 町としては売上金だけでいいと考えております。それでも、１地区７〜８万円にな

り、シルバーに委託すると、その倍はかかるため、町にやってもらおうかとなると思
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う。今は、奨励金を出しすぎている状況にあります。 

委員Ａ： 本当は、こういう機会にやりたかったですね。 

事務局： やりたかったのですが、なかなか一気には進んでいかないなと感じました。 

委員Ｃ： 町の管理になると、完全にシルバーに委託することになるんですか。 

事務局： そうなります。 

委員Ｃ： 収集体系も変わらず続けるのですか。 

事務局： 今の集積所にシルバーに行ってもらおうと考えており、やり方を変更するつもりは

ないです。しかし、２７地区を運営するとなると、シルバーも人数の確保が大変にな

ってしまいます。 

委員Ａ： 今の地区ごとの回収は、もう限界なのかもしれないですね。ステーション方式にす

るとかも考えていかなければならないと思います。 

事務局： 町でステーションを作ることができれば、集積所はもちろん縮小していくと思いま

す。 

委員Ｂ： 色々な自治体で、ごみ集積所などの立ち番が辞める話はすごく出ている。実際辞め

られているところもたくさんあります。立ち番がいなくなったからといって、分別が

なされなくなったという事例は今のところはないです。そのため、立っている必要は

あまりなくて、かごの配置・回収等をシルバーにしてもらうなどの委託費のみで本来

はいいはずです。 

法的な話になりますが、収集は行政の責任になりますが、収集場所の責任は行政に

はなく、出した人たちの責任になります。そのため、奨励金は手厚すぎると感じてい

ます。だから、春日井市などは補助金をなしとしています。 

今後、奨励金をなくしていく方向で地区に説明をする際は、集積所の責任や他市町

村の状況を踏まえるといいと思います。 

事務局： ご意見ありがとうございます。 

会 長： 説明が終わりました。質問・意見等ございませんでしょうか。 

意見・質問等ないようですので、決議にうつります。地区資源分別収集の管理運営

及び奨励金につきましては、町の方針により進めることに賛成の方は、挙手をお願い

します。 

（委員全員が挙手をする。） 

会 長： 挙手多数により、地区資源分別収集の管理運営及び奨励金につきましては、

町の方針により進めることに決定したします。 

地区で運営するのか、町がするのかについては様々な課題があるため、今後も継続

して審議する必要はあります。 

委員Ｂ： 今回の審議は承認ということになりましたが、今後さらなる改善が必要だと考えて

います。 
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委員Ｃ： 地区に住んでいる者としては、地区のお金が関わることなので、子ども会、夏祭り

等にどれくらい影響するのかが気になってしまいます。実際、お金がなくなることで、

地区に住んでいる人にどのくらい影響があるのか知りたいです。 

事務局： 年間４８，０００円ほど減額する予定でありますが、自治会の決算書を見させてい

ただいていると、毎年多くの繰越金があるようでしたので、影響はあまりないかと思

います。 

委員Ａ： 地区の行事は、自治振興費の関係で、今回はごみの関係だから、そのお金を回すこ

と自体がナンセンスだと思っています。 

委員Ｄ： 奨励金とはどのような考えで支払われておられますか。シルバーに委託するのであ

れば、奨励金にならないと思うのですが。分別収集に協力してもらう町民に対するも

のなのか、地区への協力依頼なのかで変わってくると思います。どのように考えてい

ますか。 

事務局： ごみの行政は町が責任を持ってやらなければいけませんが、地域の皆様に、こちら

からお願いしてお手伝いしていただくということから、「お疲れ様」と「ありがとう」

の意味を込めてお支払いしています。 

委員Ｂ： 現状、地区にお金が入っているため、ボランティアさんは、「俺ら頑張っているのに」

と思いボランティアをやめられる方が多いのかと思います。 

事務局： そういうケースもあるかと思います。 

会 長： 他に意見・質問等ございませんでしょうか。ご協力ありがとうございました。以上

をもちまして次第２議題を閉じさせていただきます。 

（報告事項） 

会 長： 続きまして、次第３報告事項に移ります。「リチウムイオン電池等の回収について」

事務局の説明を求めます。 

事務局：（資料２「リチウムイオン電池等の回収について」説明） 

会 長： 説明が終わりました。質問・意見等ございませんでしょうか。 

委員Ｅ： 排出方法についてですが、個々でお家の前に出すということであれば問題ないと思

いますが、何軒かまとめて路線に出しているところだと、例えば「電池」と記載して

あっても一箇所にまとまっていないことで回収漏れが発生したり、可燃ごみに混入し

たりなどが起こりそうだと思います。説明に、カゴに入れて出すとありましたが、そ

のカゴは住民が用意するものなのか、町が準備してくれるのか、教えてください。 

事務局： カゴに入れて出すというのは、あくまで一例になるため、個人宅前に出していただ

いてる方であれば、カゴに入れて出していただけると、よりわかりやすいと思います。

第一に、電池類の収集はわかりやすい場所に置いていただくことが前提となります。

たしかに、一箇所に複数世帯がまとめて出しているところは、ゴミ袋の数も多いため、



6 

電池の袋が見つけにくいケースもあるかもしれないため、周知が必要になってくると

考えております。 

委員Ｅ： ７から８軒あるところだと、どこに電池を出すか、カゴを置くかなど、揉める地区

も出てくる可能性があると思います。 

事務局： 何か特別なものを準備していただく必要はないため、例えば電池と書いて出してい

ただければ問題ないです。 

委員Ｆ： 委員Ｅ は、可燃ごみと同日回収であるために、見落としがあるのではないかという

ことで質問されたと思うが、例えば先に可燃ごみを回収してから、後に電池を収集す

るなら、電池だけ残って見つけやすいと思うのだが、どのように収集を進めていくの

ですか。 

事務局： 収集に関しては、可燃ごみと同時進行で進めていくことになります。パッカー車の

横にカゴがあるので、そこに電池を入れていくという想定をしています。 

委員Ｃ： それだと、可燃ごみ袋の下に電池がいってしまっても出てくるということですね。

どれくらい可燃ごみが出るか分からない中で、「電池はどこに置こうかな」となる人が

多くなると思います。 

委員Ｂ： でも、電池は毎回出すわけではないと思いますよ。 

委員Ｃ： 感覚としては、電池が可燃ごみ袋の下になっても、問題ないということですかね。 

事務局： 少し横に出していただけるとありがたいです。現在、名古屋市がこの手法で収集し

ており、今まで事故などは起きていないそうですが、たまに取り忘れはあるそうなの

で、分けて出すことについては周知をしていく必要があると考えております。 

委員Ｂ： この収集方法で、一番懸念されるのは、可燃ごみの袋に入れられてしまうことだと

思います。そうなると、火災が発生してしまうことに繋がってしまい、先に、そのこ

とを心配した方がいいと思います。収集業者は、危険をよく知ってらっしゃるから、

間違えてパッカーに入れることはないです。  

委員Ｅ： そういう意味でも専用のカゴが集積場所にあれば、絶対に一緒にならないと思いま

す。各自で出してくださいだと、可燃ごみと一緒に入れてしまうことが起こると思う

ので、カゴなどがあればと思います。 

委員Ｂ： それはやらないですね。先ほどの議題の時にも言いましたが、出す場所の責任は、

出した人にあるため、行政がそこまで介入する必要がないです。そういったことを、

やるのであれば、町が電池用の専用袋を作られることかなと思います。例えば春日井

市とか、他にも作られている自治体もあります。ただ、豊山町の人口で袋を作成して

も、排出頻度を考えると 1 回作ると袋の量が１０年分くらい作らないといけなくなり

ます。春日井市くらいの人口がないと袋の作成は厳しいと思います。そこは、町民さ

んの協力を得ながら進めていけば問題ないと思います。 
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委員Ｆ： そうなると町民一人ひとりが意識を持って、やっていかないと進んでいかないです

よね。 

会 長： 絶縁処理は、なんで今までの電池回収ボックスの時はしてなかったのに、今回から

することになったのですか。 

事務局： 乾電池だけだと絶縁処理しなくても問題ないですが、リチウム電池が入ると電極が

繋がり、そこから発熱し発火に繋がってしてしまう可能性がある。そのため絶縁処理

が必要になってきます。 

委員Ｂ： リチウム電池などは、電気量が多く、発火しやすくなるため、絶縁処理が必要にな

ってきます。 

委員Ａ： リチウム電池を含んだプラスチック製品も収集するということですが、プラスチッ

クが含まれると処理方法が変わったりするのではないですか。 

事務局： 処理につきましては、業者が袋を剥がして、分別を行います。その際にプラスチッ

クとリチウム電池に分けるまではしないですが、リチウム電池のみのものとリチウム

電池が含まれる製品とに分けます。 

委員Ａ： その後の処理はものすごく大変になるのではないかと思うのですが。 

事務局： そこまで一括で収集業者がやってくれることになっています。 

委員Ｂ： そこは考え方として、電池類をそれぞれ分けて集めるコストと、一括で集めて工場

で破袋してライン上で仕分けするコストとどちらのコストが小さくて済むかというと

ころだと思います。 

委員Ａ：  例えばステーションみたいなところに、各品目を分けれるようなボックスを置いて、

入れてもらうのもいいのかなと思いました。路線収集で業者さんがやってくれるのが、

コストはかかるけど一番楽でいいんだけどね。 

     あと、最近よく皆様が買われてるポータブル電源は出せますか。 

事務局： 販売店等に相談してもらいたいです。 

委員Ａ： そういうことだったら、収集できませんというのを書いといたほうがいいね。 

事務局： そうですね。自動車用バッテリーなども含めて、収集品目にならないというのこと

を周知していきます。 

委員Ｂ： 収集業者に、どこまで収集できるのかというラインを確認しておく必要があります

ね。 

事務局： 収集業者に確認します。先ほど言われていたものに関しては、収集対象とならない

ものとして、周知していきます。 

委員Ａ： ソーラーパネルは収集できますか。 

事務局： ソーラーパネルは、産業廃棄物となり、収集できないです。 

委員Ｅ： 監視カメラとかライトみたいに、小型のソーラーが付いた商品とか、最近出てきて

ると思うのですが何ごみに出すのですか。袋に入る大きさなら出せますか。 
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委員Ｃ： あとは、小型のおもちゃとかゲーム機も充電式の製品が多く、この製品はどれに出

せばいいかなどの情報を、もう少し詳しく流してほしいです。 

事務局： ソーラー使用製品やゲーム機などは種類が多いので、今回お伝えしている片手で持

てるサイズのものまでとしています。 

委員Ｃ： ポータブルゲームとかラジコンとか、いざ自分が出すとなると、どうすればいいん

だろうとなります。 

事務局： 細かく何センチまでは大丈夫とかいうのは決めてないです。片手で持てるサイズな

ので、よほど大きくなければ出せると思いますが、これについても収集業者に確認し

ておきます。 

委員Ｃ： 今回は、前のプラスチック一括収集の時みたいに、説明会は開催しないのですか。 

事務局： 今回については、４月から徐々に町民の皆様に認知してもらって、徐々に出しても

らえばいいと考えております。そして、その方が収集業者としても助かるとのことで

す。 

委員Ｃ： それに伴って、４月からは、公共施設にある電池回収ボックスは撤去されるんです

よね。 

事務局： そうなりますね。 

会 長： そうなると、電池回収ボックスを全部撤去してしまうと町民さんも混乱するから、

しばらく置いておいたらどうですか。 

事務局： 全部撤去予定のため、回収ボックスのところには、周知の貼り紙はしていきます。 

委員Ｃ： スマートフォン等との電子機器とリチウム電池を含む製品の違いが分からないです。 

事務局： ゴミ全体に言えることですが、種類がどんどん増えていくので、わからないものが

あれば問い合わせていただくのがいいと思います 

委員Ｂ： 正直、行政はすごく大変で、作る側は捨てる時のことまで考えて作っていないので、

トラブルが起こって、どうしようとなるのが行政なので、まさにそれがこの状況です

ね。行政は、処理責任だけ負わされて大変な目をみている状況です。これは、やりな

がら改善していただくことなので、うまくいかなければ収集業者と相談して改善して

いただければと思います。 

会 長： 他に意見・質問等ございませんでしょうか。意見・質問等ないようですので、３報

告事項 を閉じさせていただきます。 

続きまして、４その他 です。事務局からその他事項で何かありますか。 

事務局： 次回の審議会につきまして、具体的な日程は決まっていませんが、８月から９月頃

に開催予定です。詳細が決まりましたら改めて連絡いたしますので、よろしくお願い

します。 

会 長： 委員の皆様で何かございますか。 

（閉会） 
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会 長： 他にないようですので、これで本日の審議会を閉会したいと思います。委員の皆様

のご協力により、会がスムーズに終わりましたことについて感謝申し上げます。あり

がとうございました。 

（閉会のあいさつ） 

司 会： 会長、大変お疲れ様でした。委員の皆様におかれましても、長時間にわたり慎重

なご審議をいただきありがとうございました。 

     これをもちまして、本日の審議会を閉じさせていただきます。 

 

上記のとおり令和７年度第２回豊山町廃棄物減量等推進審議会の議事の経過及びその結果を

明確にするためこの議事録を作成し、会長及び委員２名が署名する。 

 

令和８年１月１５日 

 

会 長     水野 典昌       

 

     委 員     大口 悦美       

  

委 員     志水 千鶴       

 


